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「政策創造研究」投稿規程
（目的）
第 1条　「政策創造研究」（以下「本誌」と略記する。）は、政策学研究に寄与する未発
表の研究成果を掲載する。
（研究成果の掲載）
第 2条　本誌には、編集委員会が認めた論説、研究ノート、資料、紹介、その他の研
究成果を掲載する。
（研究成果の構成）
第 3条　本誌の使用言語は、わが国において研究内容の評価が可能であり、印刷可能
な言語とする。
2 　研究成果は、原則として横書きで、電子ファイルで作成したものを提出するも
のとする。
3 　本誌に掲載された研究成果は、電子化のうえ、別途公表するものとする。
（研究成果の提出）
第 4条　研究成果は、編集委員会に提出する。提出されたものは原則として返却しない。
2 　本誌の執筆要領については別途「政策創造研究執筆要領」で詳細を定めるもの
とする。
（研究成果の採択）
第 5条　投稿された研究成果掲載の可否は編集委員会で決定する。
2 　編集委員会は、投稿された研究成果の本誌掲載可否を決定するために適宜当該
専門領域の研究者からなる査読委員会の意見を聴くものとする。
3 　前項の査読委員会の構成については編集委員会が定める。
（編集委員会）
第 6条　編集委員は、政策創造学部の専任教員の中から選出する。
2 　編集委員会の構成および運営については別途定める。
（改正）
第 7条　この規程の改正には、政策創造学部専任教員の三分の二以上の同意がなけれ
ばならない。
（付則）この規程は、2007年11月28日より施行する。
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「政策創造研究」執筆要領
研究成果の執筆
　①　「政策創造研究」（以下「本誌」と略記する。）への研究成果掲載を認められたも
のは、定められた期日までに研究成果を以下の要領で編集委員会に提出しなけれ
ばならない。
　②　提出時期などについては、編集委員会が適宜告知する。
（ 1 ）研究成果の分類と字数
　①　論説　独創的な研究成果をまとめたもの。原則として和文24,000字以内、欧文
10,000語以内とする。その他の言語は、欧文に準じるものとする。いずれも注、
参考文献、図表などを含む。
　②　研究ノート　独創的な研究成果で、速報性・資料性・先見性を重視した比較的
短いもの。原則として和文18,000字以内、欧文7,500語以内とする。その他の言語
は、欧文に準じるものとする。いずれも注、参考文献、図表などを含む。
　③　資料など　字数は論説に準じる。
　④　書評・紹介など　字数は研究ノートに準じる。
（ 2 ）表題
　原則として日本語および欧文の表題をつける。
（ 3 ）要旨
　研究成果には、和文要旨（400字以内）および欧文要旨（300語以内）を付けるもの
とする。
（ 4 ）本文
原則として、章はⅠ、Ⅱ、Ⅲ…、節は 1 、 2 、 3 …とし、さらに（ 1 ），（ 2 ），（ 3 ）
…とする。
　　　　　　　　　　　（例）Ⅱ．政策創造の課題
　　　　　　　　　　　　　　　 1 ．地域政策の創造
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 1 ）吹田市における「まちづくり」政策の展開
（ 5 ）註
　①　原則として本文の最後にまとめて付する。
　②　本文中、当該箇所右肩に 1 ）、 2 ）、 3 ）…のように通し番号をつけ、本文の最
後にまとめて番号を付して記す。
（ 6 ）参考文献
　①　参考文献は、日本語文献、欧語文献の順に、それぞれ五十音順、アルファベッ
ト順に本文の最後にまとめて並べる。
　②　参考文献の記述形式、および本文での引用形式は、一般的用例に従う。
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執筆者紹介
 （掲載順）
橋 本 行 史 関西大学政策創造学部教授
後 藤 元 伸 関西大学政策創造学部教授
初　見　健太郎 関西大学政策創造学部准教授
四 本 健 二 神戸大学大学院国際協力研究科教授
関西大学政策創造学部非常勤講師
河 﨑 信 樹 関西大学政策創造学部教授
小　堀　　　聡 名古屋大学大学院経済学研究科准教授
中 屋 宏 隆 南山大学外国語学部准教授
黒 田 友 哉 専修大学法学部政治学科准教授
菅　原　　　歩 東北大学大学院経済学研究科准教授
編 集 後 記
　本年度も、寄稿していただいた皆様のおかげをもちまして、無事に『政
策創造研究』を発行する運びとなりました。編集委員長として厚く御礼申
し上げます。
　本数的にも内容的にも充実したものになったのではないかと自負してお
ります。とくに、この時代の転換点に、時宜にかなった論考が集まりまし
たことを喜んでおります。また、小特集というかたちで、積極的な企画が
実現したこともうれしく思っております。
　本誌を手にお取りいただいた諸賢の皆様には、今後ともご支援を賜りま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
 （編集委員長　後藤元伸）
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